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9

○場合の数をもとにして得られる確率の
必要性と意味を考えようとしている。
○不確定な事象の起こりやすさについ
て学んだことを生活や学習に生かそうと
している。
○確率を活用した問題解決の過程を振

2

７章　データを比較して判断しよう　[データの比較] 5

○四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意
味を理解している。
○コンピュータなどの情報手段を用いる
などしてデータを整理し箱ひげ図で表す
ことができる。

○四分位範囲や箱ひげ図を用いてデー
タの分布の傾向を比較して読み取り，批
判的に考察し判断することができる。

○四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意
味を考えようとしている。
○データの分布について学んだことを生
活や学習に生かそうとしている。
○四分位範囲や箱ひげ図を活用した問
題解決の過程を振り返って検討しようと3

１年間のまとめ 9

3

1

6章　起こりやすさをとらえて説明しよう　[確率] 9

○多数回の試行によって得られる確率
と関連付けて，場合の数をもとにして得
られる確率の必要性と意味を理解して
いる。
○簡単な場合について確率を求めるこ
とができる。

○同様に確からしいことに着目し，場合
の数をもとにして得られる確率の求め方
を考察し表現することができる。
○確率を用いて不確定な事象を捉え，
考察し表現することができる。

21

○証明の必要性と意味及びその方法に
ついて理解している。
○定義やことがらの仮定と結論，逆の意
味を理解している。
○反例の意味を理解している。
○正方形，ひし形，長方形が平行四辺
形の特別な形であることを理解してい
る。

○三角形の合同条件などをもとにして三
角形や平行四辺形の基本的な性質を論
理的に確かめることができる。
○証明を読んで新たな性質を見いだし，
表現することができる。
○三角形や平行四辺形の基本的な性
質などを活用して具体的な事象を考察
し，表現することができる。
○ことがらが正しくないことを証明するた
めに，反例をあげることができる。

○証明の必要性と意味及びその方法を
考えようとしている。
○平面図形の性質や図形の合同につい
て学んだことを生活や学習に生かそうと
している。
○平面図形の性質を活用した問題解決
の過程を振り返って検討しようとしてい
る。

12

○1次関数として捉えられる2つの数量
について，変化や対応の特徴を見いだ
し，表，式，グラフを相互に関連付けて
考察し表現することができる。
○1次関数を用いて具体的な事象を捉え
考察し表現することができる。

○１次関数の必要性と意味を考えようと
している。
○１次関数について学んだことを生活や
学習に生かそうとしている。
○１次関数を活用した問題解決の過程
を振り返って検討しようとしている。

2

10
4章　図形の性質の調べ方を考えよう　[平行と合同] 15

○多角形の角についての性質が見いだ
せることを知っている。
○平行線や角の性質を理解している。
○平面図形の合同の意味及び三角形
の合同条件について理解している。
○証明の必要性と意味及びその方法に
ついて理解している。

○基本的な平面図形の性質を見いだ
し，平行線や角の性質をもとにしてそれ
らを確かめ，説明することができる。

1

7

3章　関数を利用して問題を解決しよう　[1次関数]　 19

○1次関数について理解している。
○事象の中には1次関数として捉えられ
るものがあることを知っている。
○2元1次方程式を関数を表す式とみる
ことができる。
○1次関数の変化の割合やグラフの切
片と傾きの意味を理解している。
○1次関数の関係を表，式，グラフを用
いて表現したり，処理したりすることがで
きる。

○証明の必要性と意味及び証明の方法
を考えようとしている。
○平面図形の性質について学んだこと
を生活や学習に生かそうとしている。
○平面図形の性質を活用した問題解決
の過程を振り返って検討しようとしてい
る。

11

5章　図形の性質を見つけて証明しよう　[三角形と四角形]

○文字を使った式の必要性と意味を考
えようとしている。
○文字を使った式について学んだことを
生活や学習に生かそうとしている。
○文字を使った式を活用した問題解決
の過程を振り返って検討しようとしてい
る。

5

6 2章　方程式を利用して問題を解決しよう　[連立方程式]　 12

○2元1次方程式とその解の意味を理解
している。
○連立2元1次方程式の必要性と意味及
びその解の意味を理解している。
○簡単な連立2元1次方程式を解くこと
ができる。

○1元1次方程式と関連付けて，連立2元
1次方程式を解く方法を考察し表現する
ことができる。
○連立2元1次方程式を活用して具体的
な場面を考察し表現することができる。

○連立2元1次方程式の必要性と意味を
考えようとしている。
○連立2元1次方程式について学んだこ
とを生活や学習に生かそうとしている。
○連立2元1次方程式を活用した問題解
決の過程を振り返って検討しようとして

4

１章　文字式を使って説明しよう　[式の計算] 15

○簡単な整式の加法と減法及び単項式
の乗法と除法の計算をすることができ
る。
○具体的な事象の中の数量の関係を文
字を使った式で表したり，式の意味を読
み取ったりすることができる。
○文字を使った式で数量及び数量の関
係を捉え説明できることを理解してい
る。
○目的に応じて，簡単な式を変形するこ

○具体的な数の計算や既に学習した計
算の方法と関連付けて，整式の加法と
減法及び単項式の乗法と除法の計算の
方法を考察し表現することができる。
○文字を使った式を活用して具体的な
場面を考察し表現することができる。

数学的活動の楽しさや数学の良さを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとしたり，問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしたりしている。

学
期

月 　単　元　名　・　学　習　内　容
予定
時数

評価の観点
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形の性質を見出し，考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身につけている。

（　数学　）科（　２　）学年　　年間指導・評価計画

教科の目標 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解している。

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身につけている。


